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８・９月号

　
本
県
か
ら
は
、
葉
梨
会
長
を
は

じ
め
、
県
や
近
隣
の
消
防
団
、
消

防
本
部
関
係
者
等
、
大
勢
の
参
加

者
が
お
り
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
、
選
手
団
の
一
糸
乱

れ
ぬ
規
律
の
も
と
堂
々
の
入
場
行

進
が
始
ま
り
会
場
が
沸
き
立
ち
ま

し
た
。

　
午
前
十
時
、
い
よ
い
よ
競
技

が
始
ま
り
、
ポ
ン
プ
車
の
部
・

二
十
四
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
・
二
十
三
チ
ー
ム
の
精
鋭
が
三

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
昼
食
を
挟
ん
だ
午
後
零
時
四
十

分
す
ぎ
に
は
雨
も
上
が
り
、
い
よ

い
よ
阿
見
町
消
防
団
の
出
番
と
な

り
、
念
願
の
「
優
勝
」
目
指
し
て

五
名
の
選
手
達
が
第
三
コ
ー
ス
で

持
て
る
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
応

援
席
で
は
そ
の
動
き
の
一
つ
一
つ

六
　
謝
辞

　
・
飛
田
団
長
（
北
茨
城
市
）

七
　
決
議
（
菊
田
副
会
長
〔
土
浦

市
団
長
〕）

八
　
万
歳
三
唱（
髙
橋
副
会
長〔
古

河
市
団
長
〕）

九
　
閉
会
の
こ
と
ば
（
平
川
副
会

長
〔
河
内
町
団
長
〕）

 

茨
城
県
知
事
表
彰

【
市
町
村
優
良
消
防
機
関
】

　
常
陸
大
宮
市
市
消
防
団　

他
七
団

　
北
茨
城
市
消
防
本
部　

他
一
本
部

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

◎
勤
続
四
十
年
以
上

　
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
広
域
消
防

本
部

　
　
消
防
正
監
　
栁
橋
　
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
他
九
十
五
名

◎
勤
続
三
十
年
以
上

り
、無
事
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
初
任
科
生
の
皆
様
卒
業
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
消
防
学
校
で
習
っ
た
教
育
内
容

を
、
更
に
先
輩
の
現
場
で
の
生
き

た
指
導
を
加
え
て
、
自
分
の
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
卒
業
式
に
お
け
る
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

一
　
学
力
賞
（
九
名
）

　
・
水
戸
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
小
堀
　
直
樹

　
・
石
岡
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
塚
原
　
達
也

を
、
息
を
呑
ん
で
見
つ
め
、
標
的

が
倒
れ
る
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　
結
果
は
、

　
　
第
一
線
　
四
十
一
・
八
六
秒

　
　
総
得
点
　
八
十
五
・
〇
点

で
し
た
。

　
阿
見
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
長
い
間
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　
消
防
協
会
と
し
て
も
、
長
い
間

選
手
の
皆
様
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
、
ご
家
族
や
地
域
、
指
導
者
、

町
当
局
等
多
く
の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た

の
は
、長
崎
県
壱
岐
市
消
防
団
で
、

　
　
総
得
点
　
八
十
九
・
〇
点

で
し
た
。

　
稲
敷
市
消
防
団
　

　
　
団
　
　
長
　
黒
田
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
他
百
九
十
七
名

◎
勤
続
二
十
年
以
上

　
五
霞
町
消
防
団
　

　
　
団
　
　
長
　
松
本
　
明
夫

　
　
　
　
　
　
他
五
百
九
十
四
名

【
民
間
優
良
消
防
機
関
】

　
坂
手
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（

常
総
市
）

　
若
宮
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（

那
珂
市
）

 

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
優
良
分
団
】

　
古
河
市
消
防
団
第
二
十
六
分
団

　
　
　
　
　
　
　
他
三
十
九
分
団

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　
八
千
代
町
消
防
団
　

　
　
副
団
長
　
羽
鳥
　
昭
一

　
　
　
　
　
　
　
　
他
七
十
九
名

【
功
労
章
】

　
高
萩
市
消
防
団
　

　
　
分
団
長
　
鈴
木
　
啓
泰

　
　
　
　
　
　
他
二
百
七
十
九
名

【
優
良
消
防
職
員
】

　
鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
根
本
　
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
他
五
十
四
名

【
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
】

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
消
防
団

　
　
副
団
長
　
豊
島
　
博
行

　
　
夫
　
人
　
豊
島
　
房
代

　
　
　
　
　
　
　
他
百
五
十
九
名

【
親
子
消
防
団
員
】

　
水
戸
市
消
防
団

　
　
団
長
　
青
木
　
英
明

　
　
団
員
　
青
木
　
愛
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
五
組

【
消
防
団
分
団
後
援
会
】

　
笠
間
市
消
防
団
第
二
十
分
団
後

援
会
　
　
　
　
　
　
他
九
後
援
会

　
・
北
茨
城
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
裕
次
郎

　
・
水
戸
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
川
俣
　
　
涼

　
・
北
茨
城
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
植
竹
　
亮
介

　
・
水
戸
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
中
崎
　
大
輝

　
・
笠
間
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
圭
佑

　
・
鹿
行
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
澤
　
光
士

　
・
笠
間
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
剛
志

二
　
体
力
賞
（
五
名
）

　
・
常
陸
大
宮
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
敬
士

　
・
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
高
良
　
誠
一

　
・
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
広
域
消

防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
　
恭
平

　
・
筑
西
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
山
　
　
惇

　
・
常
総
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
康
太

三
　
特
別
賞
（
一
名
）

　
・
茨
城
西
南
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
山
　
隼
人

　（
広
域
消
防
本
部
の
名
称
は
簡

略
し
、
消
防
職
員
の
敬
称
は
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。）

遠
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遠
遠
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遠
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遠
遠
遠
遠
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遠
遠
遠
遠
遠
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遠
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遠
遠

健闘した阿見町消防団のみなさん

操法開始

学生謝辞を述べる森田幸一消防士

　
平
成
二
十
四
年
十
月
七
日
、
第

二
十
三
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が

東
京
都
江
東
区
有
明
の
「
東
京
臨

海
広
域
防
災
公
園
」で
開
催
さ
れ
、

茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
阿

見
町
消
防
団
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
お
い
て
、
全
国
の
強
豪
を
相

手
に
堂
々
た
る
操
法
を
披
露
し
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
本
県
最
高

位
と
な
る
五
位
と
な
り「
優
良
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
。

　（
阿
見
町
消
防
団
は
、
こ
の
全

国
大
会
に
平
成
十
六
年
に
も
出
場

し
、「
優
良
賞
」
に
輝
い
て
い
ま

す
。）

　
当
日
は
、
小
雨
交
じ
り
で
肌
寒

さ
を
感
じ
さ
せ
る
気
温
で
し
た

が
、
観
覧
ス
タ
ン
ド
と
一
般
席
に

は
四
千
人
超
の
大
応
援
団
が
詰
め

か
け
、
会
場
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

す
熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
と
茨
城
県
消
防
協
会
の

共
催
に
よ
る
消
防
大
会
が
、
消
防

殉
職
者
慰
霊
祭
に
引
き
続
き
、
午

前
十
時
五
十
分
か
ら
多
数
の
ご
来

賓
並
び
に
消
防
関
係
者
の
出
席
の

も
と
、
県
立
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
次
の
式
次
第
の
と
お
り

滞
り
な
く
進
め
ら
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
章
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
　
開
会
の
こ
と
ば
（
長
島
副
会

長
〔
小
美
玉
市
団
長
〕）

二
　
国
歌
斉
唱

三
　
式
辞（
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
）

四
　
表
彰

　
・
知
事
表
彰
（
橋
本
知
事
）

　
・
消
防
協
会
長
表
彰
（
葉
梨
会

長
）

五
　
祝
辞

　
・
磯
崎
久
喜
雄
茨
城
県
議
会
議
長

　
本
年
四
月
十
日
に
県
立
消
防
学

校
に
入
校
し
た
新
任
の
消
防
職
員

が
、
約
六
ヶ
月
の
厳
し
い
訓
練
を

終
了
し
て
九
月
十
三
日
に
無
事
卒

業
し
、
現
場
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
で
は
、
所
属
消
防
本
部

の
消
防
長
等
の
消
防
職
員
や
御
家

族
が
見
守
る
な
か
、
齋
藤
学
校
長

よ
り
全
員
に
卒
業
証
書
と
在
学
中

に
取
得
し
た
各
種
資
格
・
免
許
が

授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
各
種
表
彰
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
学
校

長
の
式
辞
・
知
事
告
辞
・
来
賓
祝

辞
に
引
き
続
き
、
総
代
を
務
め
ら

れ
た
つ
く
ば
市
消
防
本
部
の
森
田

幸
一
消
防
士
の
学
生
謝
辞
が
あ

第23回全国消防操法大会において
阿見町消防団が見事５位「優良賞」

新
戦
力
の
消
防
職
員

　
　
九
十
五
名
が
現
場
へ

第
九
十
三
期
初
任
科
卒
業
式

飛田団長（北茨城市）からの代表謝辞

葉梨会長による親子消防団員表彰授与

茨
城
県
消
防
大
会
開
催



茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

パナソニック

茨 城 消 防 昭和41年９月30日
第三種郵便物認可　 第627号 ⑵平成24年10月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）

編 

集 

後 

記

　
今
年
の
夏
は
昨
年
に
引
き
続
き

猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
彼
岸

過
ぎ
か
ら
よ
う
や
く
涼
し
く
な

り
、
汗
ま
み
れ
の
日
々
か
ら
解
消

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
約
二
ヶ
月

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
や
茨
城
県
女

性
消
防
団
結
成
促
進
大
会
な
ど
の

行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や

様
々
な
情
報
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
せ
）

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

　
茨
城
県
消
防
協
会
主
催
に
よ
る

消
防
殉
職
者
の
慰
霊
祭
が
、
平
成

二
十
四
年
十
月
十
二
日
（
金
）
十

時
か
ら
、
県
立
消
防
学
校
に
建
立

さ
れ
て
い
る
「
殉
職
消
防
団
員
職

員
之
碑
」
の
前
に
お
い
て
、
遺
族

を
は
じ
め
茨
城
県
の
橋
本
知
事
な

ど
多
数
の
来
賓
及
び
県
内
の
消
防

職
団
員
等
が
参
列
し
、
こ
れ
ま
で

の
殉
職
者
七
十
九
柱
の
功
績
を
偲

び
、
次
の
式
次
第
の
と
お
り
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
殉
職
消
防
団
員
職
員
之
碑
」

の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
消
防
団
に

お
い
て
は
、
地
区
へ
の
注
意
喚
起

や
避
難
勧
告
の
広
報
・
避
難
誘
導

及
び
要
救
助
者
の
搬
送
作
業
等
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
県

に
お
い
て
は
、
火
山
に
よ
る
噴
火

消
防
局
警
防
課
の
担
当
職
員
と
玄

界
島
島
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
細

江
会
長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
配
布
さ
れ

た
資
料
や
画
像
に
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
地
震
の
震
度
は
六
弱
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
）
で
、
玄
界
島

で
は
十
九
人
に
の
ぼ
る
重
軽
傷
者

と
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
一
部
損
壊

以
上
の
被
害
を
受
け
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
震
災
後
は
、
玄
界
島
復

興
に
向
け
て
、
島
民
全
て
が
参
加

で
は
、福
岡
市
消
防
局
に
お
い
て
、

「
平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
に
発

生
し
た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
に
よ

る
玄
界
島
の
被
害
と
消
防
団
の
活

動
状
況
及
び
そ
の
後
の
復
興
状
況

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
福
岡
市

し
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
復
興

事
業
を
進
め
、
平
成
二
十
年
三
月

に
事
業
が
完
成
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
島
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ

復
興
さ
れ
た
こ
と
は
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
と
な
り
、
島
民
同
士
の
絆
が
一

層
深
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
今
後
の

地
域
防
災
力
の
強
化
に
繋
が
る
も

の
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
第
二
十
三
回
全
国

消
防
操
法
大
会
の
操

法
終
了
後
に
行
わ
れ

た
「
訓
練
展
示
」
に

お
い
て
、
本
県
か
ら

取
手
市
消
防
団
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
他
の

都
県
か
ら
も
参
加

し
、
取
手
市
は
消
防

団
救
助
資
機
材
搭
載

型
車
両
で
登
場
し
他

の
消
防
団
と
協
力
し

な
が
ら
背
負
い
か
ご

に
よ
る
ホ
ー
ス
延
長

を
行
い
、
建
物
消
火

活
動
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
た
取
手

市
消
防
団
の
み
な
さ

ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
今
年
度
の
理
事
研
修
会
は
、
十

月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
日
程

で
、
宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
と

福
岡
県
福
岡
市
を
葉
梨
会
長
は
じ

め
理
事
二
十
名
、
県
立
消
防
学
校

二
名
、
事
務
局
二
名
で
視
察
し
ま

し
た
。

　
宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
で

は
、
高
原
町
役
場
に
お
い
て
、「
平

成
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日
に
発

生
し
た
新
燃
岳
噴
火
被
害
と
消
防

団
の
活
動
状
況
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
高
原
町
役
場
総
務
課
の
担
当

職
員
と
弘
田
消
防
団
長
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
配
布
さ
れ
た
資
料
や
画
像
に

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
原
町
で
は
、
霧
島
火
山
防
災

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
住
民
の
避
難

勧
告
エ
リ
ア
を
決
定
し
て
お
り
、

噴
火
の
際
に
は
エ
リ
ア
内
の
住
民

を
全
て
避
難
所
に
避
難
さ
せ
た
こ

と
か
ら
ケ
ガ
人
は
い
な
か
っ
た
と

は
、
昭
和
五
十
七
年
に
現
在
地
に

建
立
さ
れ
、
毎
年
秋
に
一
回
、
消

防
協
会
主
催
で
慰
霊
祭
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

一
　
開
式
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会

長
〔
ひ
た
ち
な
か
市
団
長
〕）

二
　
黙
と
う

三
　
祭
主
あ
い
さ
つ（
葉
梨
会
長
）

四
　
追
悼
の
こ
と
ば

　
・
橋
本
昌
知
事

　
・
磯
崎
久
喜
雄
茨
城
県
議
会
議

長

　
・
冨
岡
隆
日
本
消
防
協
会
福
祉

部
長

五
　
花
輪
献
上
（
葉
梨
会
長
・
征

矢
多
佳
子
様
〔
遺
族
代
表
〕）

六
　
献
花

七
　
遺
族
代
表
謝
辞

　
・
針
替
圭
子
様
（
元
茨
城
西
南

広
域
消
防
本
部
）

八
　
閉
式
の
こ
と
ば
（
野
口
副
会

長
〔
神
栖
市
団
長
〕）

障害突破（那珂市Ａ）

福岡市消防局での概要説明

高原町役場前にて

参加した取手市消防団のみなさん

橋本知事の追悼のことば花輪を献上する葉梨会長と征矢多佳子様

葉梨会長の祭主あいさつ

取手市消防団
訓練展示を披露

は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
東

日
本
大
震
災
の
よ

う
な
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
に

は
、
予
め
避
難
経

路
マ
ッ
プ
等
を
作

成
し
て
お
く
こ
と

で
、
住
民
が
混
乱

す
る
こ
と
な
く
避

難
で
き
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
、
今
後

の
消
防
団
活
動
に

大
変
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

　
福
岡
県
福
岡
市

平
成
二
十
四
年
度

　理
事
研
修
会
を
実
施

二
十
四
年
度

茨
城
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭


